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ドト マッ幼苗の斜植に就て

緒 言

樹を植え る といムこと、それは一見容易に思はれるが仲々難し 

gてあ る。庭師の植樹は技雜に見 え て軍純てあ る が、林業者のそれ 

はW純 に見えて 複雑てあ る。

茲に林業に於ては種々の植栽方法が考案せられるのであって、今 

諸種のﾡ林致科書を細いて見れば大別 して30種にも及ぶ程てある。 

之等は總て苗木の樹種、年齢、形態或ひは立地の状況、土ﾡの種類 

等によ つて夫々工夫せ られ、それか ら それへと派生して行つた も の 

て、尙今後も色々と考案される乙とであらう。

首ﾡの科植 (Schragpflanzung) も亦その一つに外ならない。之に 

就ては既に Emeis (1899), Perona (1892), Seeger(I932) 及び Minch 

(1932)等に よ つて行はれ義表せ られた所てあるが、常場ては之等の 

人々とは異つな見地から トドマッに就て試験をして見なが、相當の

成績 を擧げて 旣に今では事業的 に管行せ られて居る。 

茲に一班を述べて參考に供したいと思ふ。

L. 斜植の原理

昭和7年常場て科植を試みた最初の動機は、前述の如く Emeis共 

の他の方法に依據 した譯ではない。昭和 3 年 ト ド ッ稚樹の存續消 

失 と 土ﾡ性 との 關係 を硏究 し始め て 以楽、天然林に於 る 之等稚樹の 

生態的特性に思ひ を致 し2結果に依るのてあ る。

即ち常場報告第12ﾡに詳細てあるが、要するに、トドマジ稚樹の 

存績消失は主と して土壌の理學性に負ふ所が大で、就中その容氣量
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到容水量比率 (I/w) が最も 密接な相關 を持つ こ と が究明されなのて 

ある。

第1表 ・ 土壌深度別L/wvﾡ化 (報告12113項コリ)

、試 
深地

座 一
I I I I V V ボ 均

0 ～1 0 cm 26.93 30.96 14.59 3500 24.43 34.28 28.03

20〜25cm 1028 13.94 9.95 5.83 20.86 9.68 11.77

40～45cm 5.98 7.19 15.07 2.65 4.34 1.69 6.15

而 しての "W は第一表の如 く 土壌の深度 と 共に發化 し、表叶約 

locm 以内に於て最大価を示すものてあるが、トドマッ天然稚樹の 

根系 も 亦落葉表面から の垂直深度 は、1年生3.797cm, 2 年生 4.836em, 

4年生6026cm といふやう に極めて淺い土壊中に保持される。ヌ之 

を母樹、壯齢樹•に見ても、その督養細根は殆んど土壌表層に蔓延す 

る事實とに徴して、人工植栽の場合、トドマツ自身の斯る性質と土 

壤性との關係を深く考慮することの必要を痛感されるのて、'ある。近 

時深植の弊 を指摘 し植をﾡめして着々効果を果げつつあるのも此 

の放に他な ら ない。又植栽の爲めの地推に よ つて表層土壌は本來の 

理學性を失ふ 乙 と は勿論てあ る が、尙植付後の踏み固め等の爲に更 

に悪化せしめ られる場合が多い。之に對 して も 踏み固めに注意 し、 

或ひは枝ﾡﾡ覆(Reisigdeckeung) をなす等を提唱 して出來る丈弊害 

除去に努めてゐ る所てあ る。

然し軌れに して も、表層土壇の良好な理學的性質を可及的破壊せ 

Wやうし、少く も植栽當時は此の層の中に苗木の根系が納ま り、 

そ して活着を確賞にし、しかも生長を旺盛な ら しむる に適した植栽 

方法が實行される必要がある。

先づ第一の要件に就ては、土壤を耕起破碎して植穴を造る代 り に 

く観利な刃物を以て、土壊層•を切微 して狹い間隙を作り、之に苗 

木 を挿入する事が考へ られるのてあつて、所謂純隙植栽法 (Spalt- 

pfanzung) の思想である。此の際曲木はなるべく 幼小で根張り が未

だﾡ り大さくな ものが部合良 く、トドマ ツでは 2 年生替前の も

の が恰適で あ る o

第二の要件に就ては、トドーッ2年生変成苗の根長は概ね10-15

cmである。15cm の長さの根を理學性の最も良好な土壌表5-10

cmの深さに保つ爲には第1回の開係から、d=1930',月=4150'即
圖第 一 b地表面と 20～40の角度を以て 

斜めに挿入しなければな らW事に 

なる。故に於て幼苗の斜植と云ふ 

事が考へ らるる に至つね も のてあ 

つて、何ﾡﾡも土墳性にﾡを置

く所が Emeis 氏 その他の人々 の思想に對 し特殊の照である。技に 

問題 となるのは、苗木が斜ﾡせ ら れ場合、如何な る 生長紙過 を と 

るか、又角度との關係如何といふ事であるが、此の黒に就ては次節 

のや う な豫備實驗を行ひ そ の結果何等支障のない事が認め らnれ. 此 

の斜植の可能が確信されたのであ る。

H.トドマツ幼苗の背地性

針卜葉樹幼華の背地性に就てはﾡに知られな事てあるが、主と して 

此の性質を應用する斜植に於ては、T際問ﾡと しての斜植角度と關 

職して、トドマツ 幼苗の背地性刺戟に對する起復運動 と 生長の關係 

を 觀察 する必要から 次の 小實驗 を行つな。

A. T験方法

當場苗岡養成の ト ドマッ2年生苗の正常なものをﾡめ形態、重量 

を測定して、亜鉛板製の小ポッ ト に植栽 し、活着を確めた後、-20, 

o(水不)、20 40, 60 及び 90(直立) の各角度に固定 して溫室に
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圖第 二

日 に一定照か ら の横距 と 縱距 と を 

測定し、最核に生長を調査しな。

1. T験結果

簡軍の公に全測定期間 124 日 を 

略 15 日 を1期と しS期に分けて表 

示する。

起復が始まれば横距は減少するが、起復よりも伸長生長の大なる 

間は、キキに角度小な る場合、横距は却て増加する。從て 60'ては直 

ちに誠少し、40ては6日後20°ては8日後、0は16日後、-20'て 

は.26日後に至つて始めて滅少しな。而して 乙の移動距は 20 の場合 

最大て、40°之に次ぎ0, -20, 60の順に小てあつな。

(2) 縦 距 (第3表)

期

-20° 0 20 0 6o・ 9O°

ﾡ距 
(Cm)

形高;
(Cm)

ﾡ |
(Cm) I

移動高; 
(Cm)

ネ距
(cm)

移動高 
(Cm)

縦距 
(cm)

B動高 
(Cm)

総距 
(em)

移動;
(Cm)

総
(cm)

移動高 
(Cm)

0 0 36 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0o 0.00 0.00

I 0.36 0.36 0.13 0.13 0.72 0.72 1.14 1.14 0.76 0.76 0.39 0.39

I 3.02 2.66 3.01 2 88 3.68 2.96 4.72 3.58 3.83 3.12 2.09 1.70

ロ 4.98 1.96 5.18 2.17 5.66 1.93 6.63 1.91 5.82 1.94 3.79 1.70

I 6.58 1.60 6.68 1.50 7.34 1.68 7.64 1.01 6.82 1.00 4.69 0.90

7.44 0.86 7.23 0.55 7.96 0.62 7.94 0.30 6.96 0.14 4.82 0.13

W 8.14 0.70 7.82 0.59 8.62 0.66 8.08 0.14 7.04 0.09 4.88 0.06

8.76 0.62 8.62 o.8o 9.20 0.53 8.27 0.19 7.06 0.02 4.88 0.00

I 9.18 0.42 9.37 0.75 9 64 0.44 8.36 0.09 7.14 0.08 4.88 0.00

9.18 9.37 9.64 8.36 7.14 ..4.83

(1) 横 距 (第2表)

期 測 定 期 間

-20° 20° 40? 60°

ﾡ距
(Cm

移動距 
(cm)

ﾡ距 
(Cm)

移動距 
(Cm)

横距
(Cm)

移動距 
(Cm

横距
(Cm)

移動距 
(cm)

横距
(cIn)

移動町 
(Cm)

0 I/4 10.91 0.00 11.65 0.00 11.47 0.00 8.58 0.00 5.64 0.00

I I/14～I/27 11.71 0.80 12.17 0.52 11.77 0.30 8.91 0.33 5.44 0.20

I I/27〜I/16 12.11 0.41 12.06 0.11 11.25 0.52 7.90 1.01 4.68 0.76

I I/16～I30 12.37 0.26 11.81 0.25 10.93 0.32 7.64 0.26 4.68 0.00

I I/8o～I/15 12.75 0.38 11.40 0.41 10.27 0.66 6.71 0.93 4.64 0.C4

V I/15〜I/29 12.49 0.26 10.88 0.52 9.37 0 83 5.59 1.12 4.14 0.50

I/29～V/15 11.73 0.76 10.13 0.75 8.09 1.28 4.89 0.70 3.12 1.02

u V〃5〜V/31 11.03 0.70 8.95 1.18 6.35 1.74 4.02 0.87 2.64 0.48

V/er〜V/9 10.27 0.76 7.36 1.59 4.19 2.16 3.23 0.79 1.94 0.70
4.32 5.33 7.86 6.01 3.70

縦距は90(直立) の場合は單に伸長のみを、60以下の斜置され

な も のでは伸長生長 と起復 と の綜合結果が示 される。此の最大は20 

てあつて 0, -20 が之に次 ぐ。 若 し斜置角度の小即ち背地性刺戟大 

なる程、起復運動が大なるものならは、縱距と斜置角度との關係は 

第四圖の曲線の黒線のや 

うな經路が豫想される。 

然るに事實は實線のやう 

に 20° から寧ろ低下に傾 

いて居る。 の関係は横 

距に於ても全く同様であ 

つて、即ち、背地性の 強
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さ の Maximumlは 20 附近に在 るを示すものと 解し得 る o

次に移動高の最大は孰れの角度に於て も比較的早期 (第II期) に 

現はれるが. 之は 90'の場合と到照すれ、仲長生長の最もﾡんな 

時期に常つて居る事が知られる。又 90 のものが移動商に變化を示 

さない第 VI 期以後 も尙縱距の増加 を示すのは舊幹部の起復運動は 

生長休止後 も 多少継績する のと考へられる。

(3) 生長、形態 

生長休止後 の 苗木の 形態は、

直植苗と著しい差異を示す。 

その 程度 は 斜滑 の角度の 小 な 

る程甚しい。即ち 60'のもの 

は最も 直植苗 に近く. 40,20 

は略々接近して之に次ぎ. 0, 

-20は順ﾡ隔が大てあ る。 

此の 關係は第五圖 に依っ て 明 

映てあ る。

上述の測定終了後苗木を拔 

a取り、各部の生長 を調査 し 

生長前の ものと 比ﾡすれば第 

四表のやうである。

9の

第五 斜 卜 起役 ノ 關係

伸長生長は60 を最大とし、斜置の角度の小なる程小 とな り生長 

率 も 同様てあ る。幹基部の肥大生長は全 く 之 と ﾡす る傾向を示し 

て居るが,之は後述の偏心生長と關係するもので、斜置の角の小な 

る種偏心の度が大9 く、加曲部が異常の發育をなすものと解せられ 

る。側枝の發育は,-20を除合、一般に良好て斜ﾡせられる時は松 

して側枝の發達 を促される 傾向 あ る やを思はせる。•

斜置角度 ト 生長第4

角度
植 栽 前商i 木 — 4 後 生 長 判

樹5
基部

L径 it 樹 高
基部 
資径

枝
樹諾 直徑

總長

-20
cm

11.61
cm

0.23
gr

3.42
cm

14.89
cm

0.46
Fr

5.30 6.4
cm

18.30 27
妬 
97 55

11.65 0.24 4.15 15.42 0.50 7.48 8.8 25.42 32 110 80

20 12.21 0.27 3.06 16.75 0.50 7.79 8.8 24.90 37 86 155

40 11.20 0.27 3.40 15.62 0.50 7.67 7.7 22.83 39 88 126
60° 11.27 0.27 3.78 17.22 0.49 9.46 9.8 29.24 53 79 150

9o° 10.78 0.27 3.33 15.66 0.44 6.16 6.7 16.73 45 64 e5
量生長に於て、生長率の最大は 20、で、60,40は之に次いで甚

だ近校し、0以下急に不良である。

之を 90即ち立のものに比較すれば、0°, -20°は、概して不良で

あるが. 20, 40'は仲長生長稀劣る以外はろ良好で、60'の場合は

各部を通じ著しく優つて居る。

第六岡 (4) 樹幹の偏心

各角度の供試苗中代表的な 

ものに就て、屈曲部に於ける 

偏心の状態を調査しな。即ち 

第六園のや う に傾斜の上面に 

偏心 して下面に多少の アラを 

形成する。而 して偏心の度は 

第五表の如 く 斜置の角度の小 

なる程大である。

但し此の影響は各角度に從 

て相違あるが、20では幹基部 

よ り 9.74cm, 60°ては6.53cm 

の高さて消失して居る。
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(5)摘要

a. トドマッ幼苗を種々 の角度に斜武 した場合、背地性によ る起 

復の現象は就れの角度にも速かに現はれる。而して外形的には 

角度が直植に近い も の程早いが、背地性の強 さは 20～40 の間

に最大が見出 されるやう てあ る。

b. 斜置角度 と 幼苗の生育狀況 との 關係は、 度が直粒よ り 遠距 

る程不良の傾向を認める。然し20～90問の差興は極めて僅少 

て、60'の場合は90'x り寧ろ優つて居る。

: c. 斜置せ られな幼苗の幹の偏心は、20に傾斜せ しめた場合も、 

基部よ りの高さ10cm以内て消失するから、ﾡ楽への懸念は不 

要てある。

d. 上述のﾡ験は、組織状態均一な作爲土壌を以て なされた もの 

てあるから、斜置苗必ずしも 直立苗 よ り 生長良好 と は丟ひ離い 

締果を示 して居る が、實際斜植の場合は I @に述べたや う な合

理的耍件を充たして居る以上、商植x りも優るものと考へざる 

を得なv。

0て、20～40 の角度に於ける斜植は、實際問題として可能 

てある。

III. 斜植の實際

(1) 斜植適地

ト ドマ ッ幼稚樹は土地の状況特に土ﾡの理學性にﾡする成受性が 

ﾡ敏てある。ﾡて主と して 2年生幼ﾡを用ひる科植に於ては造林適 

地と して理ﾡ性の良好な土域映態を必要とする。かかる土壌. はタチ 

マンネンスギ、ウ メガササ ウ、 イチャクサウ、 ッルアリドシシ等の 

小型腐植生植物及び ミャマシキミ、ヱ ゾュ ッ y 、等の常終ﾡ葉ﾡ木 

の如合地被植物に よ つて指示される。他方 土壊理學性不良の土地は 

一-般に羊歯類及び大型の腐植生植物が繁茂するか、或ひは潤に過 

ぎ て 斜植造林地 として は不適常てあ る。然 し手入れ が集約に行はれ 

るやう な場合は斜植可能の土地は更に擴張される こ と勿論てある。

當場ては目下ネマガリダケ及びオクヤマザサ中にも、刈携ひの方 

法、時期等と關聯して斜稲［を試驗して居り、その結果は近く發表さ 

れるてあ らう。

(2) 植戦方法

地は特に丁寧 にする必要はない。落葉腐植ﾡ も 厚過ぎない場合 

にはその儘存置した方が、淺い根系を乾温の激變から保護し、降雨 

の際根が洗ひ出された う、土ﾡの附着するやうな事を防止する。第 

土ﾡは科植用の銀と ト ドマッ2年生苗を示す。

第 七 圖

先づ錫を落葉腐植層の上から斜めに切り込み、鑛物質士壌に達せ 

しめる (第入ﾡ)。鍛の刃は常にﾡ利に保ち、地中の小徑の根莖を容 

易に切ﾡし、且つ土壌の截切面は平滑になるやう にし、固有の土壌 

細ﾡ そなるべく 破壊 しないやう に注意す る 必要があ る。

次に銀の柄を僅かに持ち上げて、苗木の根部を裂開隙に挿入し



(第九ﾡ) 指頭にて根をよ くﾡ開して、継絡するのを防ぎながら静 

かに銀を抜2去り、苗の根元を輕 く 壓して切口 を密着せしめる (第 

十圏ゝ。此の際. 足を以て間く昭み付けるなどは避けたがよい。衛 

手近かに枯枝等があれば、之を苗木のﾡ元にﾡき寄せてﾡけば、土 

壊の度を保ち、雜草の繁茂を壓へ. 又將來腐朽して養料源ともな 

るるのてある。

(3) 斜植角度

斜植角度は理論的に 20～40 が適當な事は旣に述べ られた所てあ 

るが、實際に於て正確に角度を一定する事は困難である。故に鍛の

第十一圖

55Cm
構造は、之を最も使川し易いやう 

な一定の操作に依り、略々所要の 

角度に限定されるやうに作らるべ 

eてある。

ﾡ場使用 の銀は第十一 ﾡの如 9 

構ﾡて、之を以て勞働者に特に角 

度に到する 注意 を 奥へず に 斜植せ 

しめた後、任意に100本の苗木に 

就て角度 を調査 しな結果は 20以上 40 以下の も の88% を古めて居 

な。ﾡ際岡の如3銀を地面へ切り込び場合90或ひは0に近い程操 

作が困難てあつて、特別の注意を要せずに、角度は30附近に集中 

する もの と見られる。角度が 90。に近い 場合は苗木の根の経れ を正 

し、或ひは土壇の切り口と密着する事が不完全になり易く、活着, 

生長 に影響するから注意を要する。

(4) 科植の方向

平坦地では問題にな らないが、傾斜地では斜植の方向即ち苗の梢 

頭 を 山 側、谷側の孰れ に 向 ける べ2 かが考厳 される であらう。

納 十 二 圖 / 第十二圖のやうな關係から傾斜を 

と Aとすれば、斜植される苗木は+ 

と A'から-Aの間の種々の角度を

次 . 探り得る。此の場合Aが大てあれ

g -- ばある程、山 よ り の植栽 は 直構 に 

近づき、谷よら の植栽は水平以下

の角度を採る。後者の場合は過度 

の斜植 と なり場く、前節 に於け る 

0, -20の場合のやうに義育先る 

惧れがある。前者の場合は雪崩れの被害、植栽操作の困難が考えら 

れるが、斜植さるべ2 斜面の角度には自ら限度があるから、之等の 

危棋も著し もの と はならぬ。故に 山 よ り の拡裁を安塗なものと見 

Cよ。 天然 に は傾斜地 に於 け る 林木は概ね谷の方に届山して届る 

のを認めるが、之は後天的のものであって本來の性質ではない。從 

て 之に做つて 科植を谷側よ りすべし とする の は當 を得ない。

IV. 斜植の成績

昭和 8 年秋植栽に係る ト ドマッ 科植試感地 に於け る 成績は次の や
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うであつ2。

(1) 斜植試驗地

本試驗地は當場試驗林 

内 トドマ ッ 天然林 を群團 

状に伐探した直額20～30 

m の孔状疎開地てある。 

極めて僅かに南方に傾斜 

して居る。地被植物はヱ 

ゾイヌガヤ、 エゾユッリ

第十三回 斜植訳ﾡ地 られ、その終期 に は 曲率半徑は著しく 小と な り、轡曲部は下降して 

來 る のが認められ. る (第十 

六側)。.

三年後に至つては此の傾 

向 が一層著しく、央樹幹差 

部てﾡ曲して居る事が探知 

される のみて、、、 外ﾡ的には 

最早や斜植苗てあ る か否か 

は判別し得ない程である。

、ハイイヌッゲ、フッキサウ等を主とし. ジフモンジシダ、 ナガ

ノシラネワラ ビ等を多少混じて居る。落葉ﾡ植は厚さ 1～2cm

で、土壌はﾡ色を呈するﾡ土で腐植に富び。表層の理學性は良好て、、

第 十 四 圖

第十五圖

容氣坛對容水量比率は30% 
を示しな。

(2) 斜植苗の生育狀況 

苗木は當初第十四圖のやう

てあるが、 生長を開始し、 

頂芽が開舒すると共に、芽 

條は先づ直立 し そ の仲長に 

從つて舊幹部も徐々に巒曲

して塗體と して起復運動が 

起る。斯くて第一囘生長の 

終期には第十五圖に見らる 

る如き形態を採り、未だ比 

較的大なる曲率半徑を以て

級孤形を描く。第二年目 

に於て ﾡﾡ復運動はﾡけ

(3) 活着及び生長 .

本試驗地に植栽 した本数は 3,778本 てあつなが、活着 しな ものは 

3,029 本てあ り、2 年後の殘存數は 3,535本、3 年後の殘存數は 3,415 

本てあつな。即ち活着奉は96%を示して著しく良好てあり、3年間 

の枯損求は10%に過ぎず、幼弱な る苗木の割合には枯損の被害 も 甚 

だ少ない事が知られる。

次に生長に就て は、植栽前に豫め斜植用の 2年生苗の中な も の 

の内50本を取り、その形態を調査して置2、植栽後は毎年平均の生 

長を途げね も のの内50本をﾡび、各部の生を調定 して比較した。 

即ち第6表の如くてある。

第6表

樹高 直徑
側 枝

主問長
側

T量
数 ﾡ長 1次 2 次 3次 4次 5次

植 救前
cm

9.55
cm

0.27 1.8
cm
4.4

cm 
12.5. 31 •148 71 — 一

gr
2.46

1 4 後 13.73 0.34 5.2 18.8 12.9 33 156 153 -・ — 4.64

2 4 後 22.86 0.53 12.3 81.6 18.4 47 ・ 392 463 91 4 13.70

3 4 後 33.70 0.75 20.0 149.7 27.8 53 473 923 665 84 30.16

簡4年目には標準地調査によ り、軍に當年の上長生長のみ を測つ
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なが、調査本数1,232本中10cm未満のもの430本、10～20cmのb 

の684本、20cm以上のもの118本て (乙の内最大の仲長をなしなも 

のは 38.2cm に逢しね) 平均 12cm の伸長 と示して居た。

第十八回 斜植後二年 目 の形態第十七岡 斜植後一年 目 の形

即 ち 科植後 3年目 (即ち 樹 齡 15 年 ) には樹高30cmを超え、4年

目には45cm にも達し,豫期の通りの生長を見せて居る。

第十九岡 斜植三年目の形

結 び

以上 トドマ ッ幼苗斜植は理論上合理的な根據を持つ許り ではな く 

實際上に も (1)2年生歯を用ひるから獲苗費を節約し得て、苗木代 

は.普通山出苗の1～/て済び。(2)苗木が小形、軽量てあるから山 

出運搬費 を著 し く 運械 し得 る。(3)植付ﾡ作が簡軍てあ る から植栽 

功程大て、1人1 日1,00本は容易てある。(4) 根部と土壌の接合が 

緊密 となり 活着確實であ る。(5) 活着後直ちに梢頭を直立 し生長亦 

良好てあ る。等の特長 をつも のてあ る 事が了解 されるてあらう。

從來造林と云へば割一的に大苗が用ひ られな。之は久しく放置さ 

れな、皆伐跡地或ひ は 山 火跡地 と かの荒蕪地の植栽であった とい人 

やうなEび を得ない關係も あつたが、最近てはﾡ く 此の方面の造林 

地も減少し、天然林の伐採に伴ひ直ちに更新を計らねばな らW般勢 

に進んで居るから、斜植の適地も 増加の傾向にある。殊にルプ資 

材と して森林は多量の増伐を必要とされる時局下にあつては、造林 

事業の殯張は必至である。此の時に當つて、簡單•に養苗され容易に 

植栽 し得る本植栽法の如 さは、大いに應用せ らるべ3ものと信ず 

る。
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